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春
の
夜
で
あ
る
。

　
今
、
活
動
が
ハ
ネ
た
ば
か
り
で
、
人
浪
は
、
帝
劇
か
ら
丸
之
内
の
一
角
を
通
つ
て
、
銀
座
に
つ
ゞ
く
。

「
一
寸
、
つ
き
合
へ
よ
、
ア
ロ
ハ
・
オ
エ
を
一
枚
買
つ
て
行
く
ん
だ
」

　
三
人
連
れ
の
海
軍
青
年
士
官
の

会

話












。

　
　
　
　
▽

　
春
の
夜
の
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建
物
の
並
ん
だ
、
丸
之
内
の
裏
通
り
の
ご
み
箱
一
つ
見
え
な
い
、
ア
ス
フ
ア

ル
ト
の
往
来
に
、
ふ
と
、
野
菜
サ
ラ
ダ
の
に
ほ
ひ
を
感
じ
た
と
芥
川
龍
之
介
は
書
い
て
ゐ
る
。

　
こ
の
通
り
に
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
西
洋
料
理
店
は
あ
る
し
、
大
方
は
、
地
下
室
が
、
料
理
場
に
な
つ
て
ゐ

て
、
ほ﹅
道
と
す
れ
〳
〵
に
通
風
窓
が
あ
る
か
ら
、
野
菜
サ
ラ
ダ
だ
ら
う
が
、
か
き
フ
ラ
イ
で
あ
ら
う
が
、
鼻
が

悪
く
な
い
限
り
ご
み
箱
を
連
想
し
、
そ
の
所
在
を
気
に
せ
ず
と
も
、
そ
れ
よ
り
遙
に
新
鮮
な
に
ほ
ひ
を
感
じ
る

の
は
当
然
で
あ
る
。

　
当
時
、
こ
の
あ
た
り
に
洋
食
屋
が
一
軒
も
な
か
つ
た
と
、
好
意
的
に
解
釈
す
る
と
し
て
　
　

　
今
僕
の
前
を
行
く
、
こ
れ
も
帝
劇
の
帰
り
の
慶
応
の
学
生
も
、
洋
食
に
関
し
て
極
め
て
博
学
を
示
し
て
ゐ
る
。

「
日
本
の
海
老
は
ラ
ブ
ス
タ
ー
と
は
、
い
は
な
い
ん
だ
ね
」

　
春
の
夜
の
丸
之
内
の
裏
通
り
に
、
ふ
と
洋
食
を
感
じ
る
の
は
、
ど
う
や
ら
春
の
夜
の
定
式
ら
し
い
。

　
　
　
　
▽
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相
似
形
的
二
重
露
出

　
曇
天
の
、
丸
ビ
ル
は
大
き
な
水
さ
う
に
似
て
ゐ
る
。

　
中
に
、
無
数
の
目
高
が
泳
い
で
ゐ
る
。

　
　
　
　
▽

　
丸
ビ
ル
は
、
と
て
も
大
き
い
愚
鈍
な
顔
を
し
て
ゐ
る
。

　
殊
に
、
夜
が
明
け
て
か
ら
、
朝
の
ラ
ツ
シ
ユ
・
ア
ワ
ー
に
な
る
迄
の
数
時
間
の
表
情
と
来
て
は
、
早
発
性
痴

ほ
う
よ
だ
れ
だ
。
よ
だ
れ
は
敷
石
を
ぬ
ら
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
▽

　
ド
ー
ナ
ツ
ツ
に
穴
の
あ
る
様
に
、
も
つ
と
現
実
的
に
い
つ
て
、
便
所
の
防
臭
剤
に
穴
の
あ
る
様
に
、
丸
ビ
ル

の
内
側
に
も
、
通
風
と
採
光
の
穴
が
あ
い
て
ゐ
る
。

　
丸
ビ
ル
、
八
階
　
　

　
窓
、
窓
、
窓
、
窓
、
東
向
き
　
　

　
一
階
、
コ
ー
ヒ
ー
を
沸
し
て
ゐ
る
。

　
二
階
、
女
店
員
と
コ
ン
パ
ク
ト
。

　
三
階
、
ポ
マ
ー
ド
頭
。

　
四
階
、
ヨ
ー
ヨ
ー
を
し
て
ゐ
る
。

　
五
階
、
ヨ
ー
ヨ
ー
を
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
ニ
ウ
ト
ン
の
戸
惑
ひ
を
し
た
表
情
だ
。

4丸之内点景



　
六
階
、
丁
字
形
定
規
が
動
い
て
ゐ
る
。

　
七
階
、
空
室
。

　
八
階
、
窓
硝
子
を
ふ
い
て
ゐ
る
。
陸
の
カ
ン
カ
ン
虫
。

　
　
　
　
▽

　
窓
、
窓
、
窓
、
窓
、
南
向
き
　
　

　
一
階
、
飯
び
つ
が
乾
し
て
あ
る
。

　
二
階
、
狸
が
狐
を
背
負
つ
て
ゐ
る
。
美
容
院
。

　
三
階
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
た
ゝ
い
て
ゐ
る
。

　
四
階
、
手
巾
が
乾
し
て
あ
る
。

　
五
階
、
泣
い
て
文
書
く
人
も
あ
る
。
こ
れ
は
う
そ
だ
。
給
仕
が
靴
を
磨
い
て
ゐ
る
。

　
六
階
、
盛
に
、
お
辞
儀
の
連
発
だ
。
あ
れ
は
借
金
の
言
訳
を
し
て
ゐ
る
。

　
七
階
、
途
端
に
、
サ
イ
レ
ン
が
鳴
つ
た
。

　
午
砲
の
サ
イ
レ
ン
に
変
つ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
こ
れ
は
ま
だ
し
も
空
き
腹
に
、
応
へ
な
い
。

　
　
　
　
▽

　
こ
の
界
わ
い
の
、
ビ
ル
デ
ン
グ
の
ボ
イ
ラ
ー
た
き
は
大
方
、
ら
ん
ち
う
を
、
そ
の
屋
上
に
飼
つ
て
ゐ
る
。

　
暖
か
く
な
つ
て
、
ボ
イ
ラ
ー
の
方
が
暇
に
な
る
と
一
方
は
、
食
ひ
が
立
つ
て
急
が
し
く
な
る
。

　
　
　
　
▽
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極
め
て
早
朝
、
こ
の
界
わ
い
を
、
神
田
あ
た
り
の
店
員
が
、
皆
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
、
皆
自
転
車
に
乗
つ
て
、

日
比
谷
あ
た
り
に
野
球
の
練
習
に
通
る
の
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
僕
の
見
た
都
会
の
情
景
の
中
で
の
、
好
ま
し
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
８
年
４
月21

日
朝
刊
）

6丸之内点景



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
小
津
安
二
郎
映
畫
讀
本
　
﹇
東
京
﹈
そ
し
て
﹇
家
族
﹈
」
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社

　
　
　1993
（
平
成5

）
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月25

日
初
版
発
行

　
　
　1993
（
平
成5

）
年11

月12

日
第2

刷

初
出
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「
東
京
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日
新
聞
」

　
　
　1933

（
昭
和8
）
年4
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日
朝
刊

※
副
題
は
底
本
で
は
、
「
‥
‥
東
京
の
盛
り
場
を
巡
る
…
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：sogo

校
正
：
仙
酔
ゑ
び
す

2014

年1

月1

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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